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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に開口部を備えたソケット筐体と、ランプ端部から突起する円筒状のランプ口金が
挿入される挿入穴を前部に備え、前記ソケット筐体の前記開口部に移動可能に収容された
受け体と、前記受け体の挿入穴の中心側に設置された一対の接触金具と、前記受け体の挿
入穴内で、内壁に設置された弾性変形可能な一対のランプ保持部材と、前記接触金具と外
部電線とを電気的に接続する導電部材と、照明器具に取付ける取付け部とを有し、前記各
ランプ保持部材と前記各接触金具とを対向させ、一体形成し、
　前記一対のランプ保持部材間の間隔を前記円筒状のランプ口金の外径より小さくし、前
記ランプ口金を前記受け体の前記挿入穴に挿入することにより、前記円筒状のランプ口金
の内壁の一対の口金端子を前記挿入穴の中心部に設置された一対の接触金具に接触させる
とともに、前記一対のランプ保持部材が弾性変形し、前記ランプ口金を保持することを特
徴とするランプソケット。
【請求項２】
　一端部に対向する接触金具とランプ保持部材とを形成し、他端部に鎖錠片を有する速結
端子部を形成し、前記両端部を弾性変形可能な接続部で接続する一体に形成した一対の導
電金具を形成し、前記一端部の前記接触金具とランプ保持部材とを前記受け体の前記挿入
穴に設置し、前記接続部を前記筐体内に収納し、前記他端部を前記筐体の下部に収納した
ことを特徴とする請求項１記載のランプソケット。
【請求項３】
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　前記照明器具に取付ける取付け部により、請求項１又は２記載のランプソケットを取付
けたことを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ランプソケット及びこのランプソケット使用の照明器具に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来のランプソケットは、ソケット筐体と、該ソケット筐体に移動可能に収納される摺
動体と、該摺動体に収納されランプ端子と当接する接触金具と、ソケット筐体に収納され
、一端に接触金具が接続される接続部を備え、他端がソケット筐体に係止される導電金具
とを有し、接続部に接触金具が挿入される係合孔を設けるとともに、係合孔の周端であっ
て、ランプ装着時に、ランプ端子の挿入方向と略垂直方向であり接触金具が回動して動く
方向に弾性を有する一対の切り起し片を対向させて一体で形成し、切り起し片により接触
金具を挟持させた（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平８－２３６２３１号公報（第４頁、第５頁、図１～図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１のランプソケットは、接触金具と導電金具との接続信頼性は向上したが、ラ
ンプをランプソケットに装着するとき、ランプの軸方向が傾いて装着された場合等、一対
のランプ口金端子のうち、一方のランプ口金端子と接触金具との接続は確保されても、他
方のランプ口金端子と接触金具との接続は不充分となるというランプ口金端子と接触金具
との接続信頼性には問題がある。
【０００４】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、たとえランプがランプ
ソケットに傾いて挿入されても、ランプ口金端子と接触金具との接続が充分となり、接続
信頼性が向上するランプソケットを得ることを目的とする。
　また、組立性を向上できるランプソケットを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係るランプソケットは、前面に開口部を備えたソケット筐体と、ランプ端部か
ら突起する円筒状のランプ口金が挿入される挿入孔を前部に備え、前記ソケット筐体の前
記開口部に移動可能に収容された受け体と、前記受け体の挿入穴の中心側に設置された一
対の接触金具と、前記受け体の挿入穴内で、内壁に設置された弾性変形可能な一対のラン
プ保持部材と、前記接触金具と外部電線とを電気的に接続する導電部材と、照明器具に取
付ける取付け部とを有し、前記各ランプ保持部材と前記各接触金具とを対向させ、一体形
成し、前記一対のランプ保持部材間の間隔を前記円筒状のランプ口金よの外径より小さく
し、前記ランプ口金を前記受け体の前記挿入穴に挿入することにより、前記円筒状のラン
プ口金の内壁の一対の口金端子を前記挿入穴の中心部に設置された一対の接触金具に接触
させるとともに、前記一対のランプ保持部材が弾性変形し、前記ランプ口金を保持するも
のである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係るランプソケットは、一対のランプ保持部材間の間隔を円筒状のランプ口金
の外径より小さくし、ランプ口金を受け体の挿入穴に挿入することにより、円筒状のラン
プ口金の内壁の一対の口金端子を挿入穴の中心側に設置された一対の接触金具に接触させ
るとともに、一対のランプ保持部材が弾性変形し、ランプ口金を保持するので、ランプが
傾いて挿入されても、一対の口金端子は確実にそれぞれの接触金具に接触し、電気的接続
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信頼性を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１におけるランプソケットを示す分解斜視図であり、図２
は、図１のランプソケットの正面図であり、図３は、図１のランプソケットの導電金具を
示す斜視図であり、図４は、図１のランプソケットにランプ装着時のランプ口金端子と接
触金具との接続及びランプ保持部材によるランプ口金の保持を説明する断面図であり、図
５は、図１のランプソケットのランプ装着前後の導電金具及びコイルバネの状態を説明す
る断面図である。
　これらの図において、本ランプソケットは、ソケット本体１、ソケット本体１に背面側
から挿入され、ソケット本体１の前部の開口部１ａから前部が出るように、前後方向（ラ
ンプ挿入方向）に移動可能に取り付けられる受け体３、一対の導電金具７及び受け体３と
ソケットカバー５間に設置され、受け体３を前方に付勢する一対のコイルバネ１２等で構
成される。
【０００８】
　ソケット本体１は、合成樹脂製であり、前面側に開口部１ａを備え、背面側からソケッ
トカバー５で覆い、内部に収容部を形成するソケット筐体となる。
　受け体３は、合成樹脂製であり、ソケット本体１の開口部１ａに挿入され、前後方向に
摺動自在とされるもので、前面に開口する挿入穴３ａを有し、この挿入穴３ａにランプ口
金１１ａが挿入される。また、挿入穴３ａの中央には、前面から見て断面が矩形状の部材
が後部より突出するように設けられ、仕切部３ｄを形成する。前面から見て、仕切部３ｄ
の左右の側壁には、導電金具７の接触金具７ａを収容する凹部よりなる接触金具収納部３
ｃが形成されている。また、挿入穴３ａの内壁で、仕切部３ｄの左右の接触金具収納部３
ｃに対向する側壁に導電金具７のランプ保持部材であるランプ保持金具７ｂを収容する凹
部よりなるランプ保持金具収納部３ｂが形成されている。即ち、一対の接触金具７ａとそ
れぞれに対向するランプ保持金具７ｂとが、それぞれの収納部に収納される。
【０００９】
　導電金具７は、板状の導電部材からなり、図３に示すように一体ものとして、打ち抜き
及び曲げにより加工したものである。導電金具７は、上部にくの字状の接触金具７ａとく
の字状のランプ保持金具７ｂとをくの字状の屈曲凸部を対向させた全体的に略Ｕ字状体の
対向部を形成し、また、下部に外部電線を接続する鎖錠片７ｅを有する連結端子部７ｄを
形成し、これらを接続部であるＬ字接続部７ｃで連結する。図１に示すように、導電金具
７は一対を組として使用する。
　導電金具７は、上部の接触金具７ａを受け体３の背面側から挿入し、仕切部３ｄの接触
金具収納部３ｃに収納する。同時にランプ保持金具７ｂもランプ保持金具収納部３ｂに収
納する。また、導電金具７の下部の連結端子部７ｄは、ソケット筐体下部の所定収納部に
収納する。そして、これらの間のソケット筐体内に、接続部であるＬ字接続部７ｃを収納
する。
【００１０】
　一対のコイルバネ１２は、ソケットカバー５の背面側の内壁と受け体３の間に設置され
、受け体３を前面側に付勢する。
　このように、ソケット本体に受け体３、一対の導電金具７及び一対のコイルバネを収納
させソケットカバー５で背面側から覆い、ランプソケットを組立てる。
【００１１】
　このように組立てたランプソケットへの蛍光ランプの装着を説明する。
　図４（ａ）は、ランプ装着前の状態であり、図４（ｂ）は、ランプ装着時の状態を示す
。
　ランプ１１のランプ口金１１ａは、ランプ端部から突起する円筒状のもので、外側の口
金側壁部１１ｂに対して内側に対向する一対の口金端子１１ｃを有する。ランプ口金１１
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ａを受け体３の挿入穴３ａに一対の口金端子１１ｃが仕切部３ｄで両側に分かれる様に挿
入する。このとき、接触金具７ａは、くの字状の屈曲凸部が外側になるように接触金具収
納部３ｃに収納固定され、また、ランプ保持金具７ｂは、くの字状の屈曲凸部が内側にな
るようにランプ保持金具収納部３ｂに収納固定され、仕切部３ｄに対してそれぞれの側で
、接触金具７ａとランプ保持金具７ｂとの屈曲凸部同士が対向する。
　また、一対のランプ保持部材であるランプ保持金具７ｂの屈曲凸部間の間隔を円筒状の
ランプ口金１１ａの外径より小さくする。
　そこで、ランプ口金１１ａを受け体３の挿入穴３ａに挿入することにより、一対のラン
プ保持金具７ｂが弾性変形し、ランプ口金１１ａを保持することができ、円筒状のランプ
口金１１ａの内壁の一対の口金端子１１ｃを挿入穴３ａの中心側に設置された一対の接触
金具７ａに接触させる。即ち、たとえ、蛍光ランプが傾いて挿入されても一対の口金端子
１１ｃは両方共確実に接触金具７ａに接触する。
　さらに、仕切部３ｄのそれぞれの側で、接触金具７ａとランプ保持金具７ｂの屈曲凸部
間の距離（隙間）をランプ口金１１ａの内側の口金端子１１ｃの内壁と外側の口金側壁部
１１ｂの外壁間の距離（ランプ口金厚み）より小さくする。即ち、接触金具７ａとランプ
保持金具７ｂとの挿入穴３ａ内での間隔をランプ口金１１ａの内側の口金端子１１ｃと外
側の口金側壁部１１ｂとの距離を小さくする。そこで、ランプ口金１１ａを挿入するとき
、接触金具７ａとランプ保持金具７ｂとの間隔が広がり、弾性的にランプ口金１１ａを接
触金具７ａの屈曲凸部とランプ保持金具７ｂの屈曲凸部が挟持するので、口金端子１１ｃ
は確実に接触金具７ａに接触する。即ち、たとえ、蛍光ランプが曲がって挿入されても一
対の口金１１ｃは両方共確実に接触金具７ａに接触する。
【００１２】
　また、一端部に接触金具７ａとランプ保持部材であるランプ保持金具７ｂとの対向部を
形成し、他端部に鎖錠片７ｅを有する速結端子部７ｄを形成し、両端部を接続部で接続す
る一体に形成した導電金具７を形成し、一端部の接触金具７ａとランプ保持金具７ｂとを
受け体３の挿入穴３ａに設置し、接続部を筐体内に収納し、他端部を筐体の下部に収納し
たので、ランプ１１の口金端子１１ｃと外部電線との電気的接続を、一体に形成した導電
金具７で行うことができ、複数の部品の接続による場合の接触抵抗の増加、接続の信頼性
の低下等の問題が解消できる。また、一体化した導電金具７は、切り抜き、曲げ加工で製
作できるので製作が容易である。さらに、一体化した導電金具７をソケット筐体に組み込
むことは容易であり、ランプソケットの組立てが容易となる。
【００１３】
　本ランプソケットは、図１に示すように、ソケットカバー５の下部に照明器具に取付け
る取付け部８を形成している。ランプソケット組立て後、この取付け部８のスリット溝に
より照明器具に取付ける。本ランプソケット使用の照明器具は、ランプ口金端子１１ｃの
電気的接続信頼性の高い照明器具となる。
　図４（ｂ）に本ランプソケットに蛍光ランプ１１を装着した状態を示すが、この図は、
ランプ口金１１ａをランプ保持金具７ｂで保持する状態を説明するものであり省略してい
るが、コイルバネ１２は、ランプ装着によりランプ１１からの押圧により縮む。この状態
を図５に示す。図５（ａ）のランプ装着前の伸びた状態からランプ装着により、図５（ｂ
）に示すように縮む。同時にＬ字接続部は、上部の前方への傾斜から垂直状体となる。
【００１４】
　導電金具７は、導電金属板を加工した一体ものとしてきたが、一体ものに限らず別体の
部品を接続しても良く、接触金具７ａを導電部材で接続して外部電線との電気的接続がと
れれば良い。また、ランプ保持部材であるランプ保持金具７ｂは、別体の非金属でも良く
、材質的に弾性体又は形状として弾性体としたもので、ランプ装着において、弾性変形し
てランプ口金１１ａを挿入させ、ランプ口金１１ａを保持するものであれば良い。また、
接触金具７ａ、ランプ保持金具７ｂは、くの字形状に限定せず、接触金具７ａはランプ口
金端子１１ｃと電気的に接続するものであり、また、ランプ保持金具７ｂはランプ口金１
１ａを保持するものであれば良い。
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　さらに、ランプ保持部材であるランプ保持金具７ｂは、挿入穴３ａの内壁に対向して、
少なくとも一対は必要であり、二以上設けることによりランプ口金１１ａの保持は、より
確実となる。
【００１５】
　本ランプソケットは、接触金具７ａとランプ保持金具７ｂとを導電材料で対向するよう
に一体形成し、この一体形成部を外部電線と接続する導電部材と接続しても、口金端子１
１ｃを接触金具７ａに接触させ、ランプ口金１１ａをランプ保持金具７ｂで保持させるの
で、ランプ１１が傾いて挿入されても、一対の口金端子１１ｃは確実にそれぞれの接触金
具７ａに接触し、電気的接続信頼性を向上できる。
【００１６】
実施の形態２．
　実施の形態２のランプソケットは、実施の形態１のランプソケットにおいて、導電金具
７を一部変形させ、ランプ保持金具７ｂとして特別の部材を設置しないようにしたもので
ある。その他の構成は実施の形態１のランプソケットと同様であるので、以下主として、
相違点を説明する。
【００１７】
　図６に本実施の形態の一対の導電金具７を示す。この導電金具７は一体形成されるが、
ランプ保持金具７ｂを有していない。その他は、実施の形態１の導電金具７と同様である
。また、受け体３の挿入穴３ａ内の仕切部３ｄの左右の側壁の接触金具収納部３ｃに接触
金具７ａを収納する。その他受け体３及びランプ筐体への取付けは、実施の形態１と同様
である。
　本ランプソケットにおいては、一対の接触金具７ａの最外側部間の距離、即ち、図６の
一対の接触金具７ａの屈曲凸部間の距離を円筒状のランプ口金１１ａの内壁の一対の口金
端子１１ｃ間の間隔より大きくする。このようにすることで、ランプ口金１１ａを受け体
３の挿入穴３ａに挿入することにより、一対の接触金具７ａが弾性変形しランプ口金１１
ａを保持し、また、一対の接触金具７ａが、それぞれ、円筒状のランプ口金１１ａの内壁
の一対の口金端子１１ｃと接触する。
　このようにしても、実施の形態１のランプソケットと同様にランプ１１が傾いて挿入さ
れても、一対の口金端子１１ｃは確実にそれぞれの接触金具７ａに接触し、電気的接続信
頼性を向上できる。
　また、複数の部品の接続による場合の接触抵抗の増加、接続の信頼性の低下等の問題が
解消でき、一体化した導電金具７をソケット筐体に組み込むことは容易であり、ランプソ
ケットの組立てが容易となるのも同様である。さらに、一体化した導電金具７は、切り抜
き、曲げ加工で製作でき、ランプ保持金具を有さないので、一層製作が容易である。また
、接触金具７ａ、くの字形状に限定しない等も実施の形態１と同様である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態１におけるランプソケットを示す分解斜視図である。
【図２】図１のランプソケットの正面図である。
【図３】図１のランプソケットの導伝金具を示す斜視図である。
【図４】図１のランプソケットにランプ装着時のランプ口金端子と接触金具部との接続及
びランプ保持部材によるランプ口金の保持を説明する断面図である。
【図５】図１のランプソケットのランプ装着前後の導電金具及びコイルバネの状態を説明
する断面図である。
【図６】本発明の実施の形態２におけるランプソケットの導電金具を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１ａ　開口部、３　受け体、３ａ　挿入穴、７　導電金具、７ａ　接触金具、７ｂ　ラ
ンプ保持部材、７ｄ　速結端子部、７ｅ　鎖錠片、８　取付け部、１１ａ　ランプ口金、
１１ｃ　ランプ口金の口金端子。
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